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令和5年度 

2級土木施工管理技術検定 

2次試験（種別：土木） 解答試案 

 

 

【問題 1】 

施工体験記述(安全管理・工程管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

順序 土止め支保工 防護網 損壊 開始 

 

【問題 ３】 

    ・・・等 

 

【問題 4】 

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

地質 崩壊 法肩 モルタル吹付 柵 

 

検 討 項 目 検 討 内 容 

①コンクリート ・再生クラッシャーラン ・再生粒度調整砕石 

・コンクリート骨材 ・路盤材 ・埋戻し材 

・建築物の基礎材 

②コンクリート及び 

 鉄から成る建設資材 

・再生コンクリート砂 ・再生セメント安定処理路盤材料 

・道路舗装およびその他舗装の路盤材料 

③木材 ・木質ボード ・木質マルチング材 ・燃料用チップ 

・コンクリート形枠 ・住宅構造用建材 

④アスファルト 

コンクリート 

・再生加熱アスファルト安定処理混合物 

・再生石灰安定処理路盤材料 

・道路舗装およびその他舗装の路盤材料 
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【問題 5】 

 ①アルカリシリカ反応 

  アルカリとの反応性を持つ骨材が、セメント、その他のアルカリ分と長期にわた

って反応し、コンクリートに膨張ひび割れ、ホップアウト等の劣化を生じさせる

現象。 

 ②コールドジョイント 

  コンクリートを層状に打込む場合に、先に打込んだコンクリートと後から打込ん

だコンクリートとの間(境目)が、完全に一体化しない不連続な面。 

 ③スランプ 

  フレッシュコンクリートの軟らかさの程度を表す指標の 1つで、スランプコーン

を引き上げた直後に測った頂部からの下がりで表す。 

 ④ワーカビリティー 

  材料分離を生じることなく、運搬、打込み、締固め、仕上げ等の作業が容易に出

来る程度を表すフレッシュコンクリートの性質。 

 

【問題 6】 

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

品質 工法 乾燥密度 90 仕様書 

 

【問題 7】  

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

焼なまし鉄線 スペーサ 同一 セパレータ 剥離剤 

 

【問題 8】 
 

 ①移動式クレーン作業 

  ・設置地盤が軟弱である場合は地盤の安定処理や敷鉄板等を敷き支持力を高める。 

  ・アウトリガーは最大限に張り出す。 

  ・一定の合図を定め、合図を行なう者を定め、その合図に従って作業を行なう。 

 ②玉掛け作業 

  ・ワイヤーロープの安全係数は 6以上でなければならない。 

  ・その日の作業を行なう前にワイヤーロープ、玉掛用具等の異常の有無を確認する。 

  ・吊り荷の下に労働者を立ち入らせてはならない。 

  ※他には、ワイヤーロープの使用規定等の項目でも可。 

・・・等 
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【問題 9】 

 

全所要日数 28日 

手
順 工 種 

                   作 業 工 程（日） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

① 床掘工                               

② 基礎砕石工                               

③ 管渠敷設工                               

④ 型枠組立工                               

⑤ コンクリート                               

⑥ 養生工                               

⑦ 型枠取外し                               

⑧ 埋戻し工                               
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総評 
 

【2 次検定の傾向】 

 出題数および出題形式は、昨年同様、〔必須問題 5 問〕、〔選択問題 2 問〕で、計 7

問を解答する形式でした。施工経験記述は、安全管理・工程管理からの出題でした。

予想通りで、事前に記述練習をした受験生には問題なかったと思います。 

 

 必須問題【問題 2】【問題 3】は、最近の 2次検定ではあまり出題されていない問題

でしたが、1次検定(学科試験）ではよく出題されていた内容でしたし、必須問題【問

題 4】【問題 5】については、過去問題にもあった問題でしたから、難なく解答できた

と思います。 

 また、選択問題の(1)(2)についても、【問題 6】の(3)のように若干難しい問題と思

われた受験生もいたかと思いますが、大部分は過去問題にあり、1次検定(学科試験)

で出題された内容ばかりでした。 

 選択問題の【問題 8】の(2)のバーチャート作成も本学院テキストに掲載した例題

の通りで、楽に作成出来たのではないでしょうか。 

 

 全体的に今年の 2 次検定試験は、過去問題を中心に学習した受験生であれば十分

に合格出来る試験だったと考えています。 


